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一
の
内
４
人
し
か
賛
成
し
て
い
な
一
議
会
で
賛
成
の
採
決
が
さ
れ
れ
一
証
す
る
た
め
、
平
成
四
年
４
月
一
は
私
た
ち
が
今
回
開
示

一
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
７
人
一
る
条
件
」
に
は
適
合
し
て
お
り
、
一
的
取
り
組
み
や
す
い
作
目
を
検
一
赤
磐
市
の
監
査
委
員

一
６
月
調
日
、
定
例
赤
磐
市
議

一
会
の
最
終
日
、
こ
の
日
の
最
後

一
の
重
要
議
案
と
な
っ
た
出
頭
拒

一
否
に
対
す
る
告
発
の
賛
否
を
問

一
う
投
票
の
開
票
が
終
わ
り
議
場

一
に
小
田
議
長
の
声
が
一
際
高
く

一
響
き
ま
し
た
。

一
「
議
長
の
裁
決
は
可
と
し
ま
す
」

一
こ
の
瞬
間
、
議
場
に
訪
れ
て

一
い
た
「
赤
磐
新
し
い
風
の
会
」

一
会
員
を
含
め
、
お
よ
そ
卯
人
の

一
傍
聴
者
か
ら
拍
手
が
湧
き
あ
が

一
り
ま
し
た
。

一
赤
磐
市
議
会
は
証
人
喚
問
を

一
拒
否
し
た
北
川
市
議
の
告
発
を

一
正
式
に
決
め
た
の
で
す
。

一
し
か
し
、
こ
の
日
、
そ
の
決

一
定
に
至
る
ま
で
に
は
ま
さ
に
薄

一
氷
を
踏
む
よ
う
な
経
緯
が
あ
つ

一
た
の
で
す
。

一
ま
ず
百
条
委
員
会
の
小
倉
委

一
員
長
が
、
委
員
会
の
結
論
を
踏

一
ま
え
て
北
川
市
議
の
告
発
を
提

一
案
し
た
の
に
対
し
て
、
小
引
議

一
員
が
、
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
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い
う
委
員
（
海
野
議
員
）
が
出
一
用
し
て
い
た
と
い
う
新
た
な
事

て
、
そ
の
結
果
７
人
の
内
、
賛
一
実
が
出
て
き
ま
し
た
。

成
が
４
人
に
な
っ
た
の
だ
が
、
一
こ
の
農
業
ハ
ウ
ス
は
赤
磐
市

は
、
今
年
４
月
別
日
に
行
っ
た
一
平
成
躯
年
５
月
”
日
の
監
査
一
１
日
か
ら
平
成
加
年
３
月
釧
日
一
則
山
囚
、
前
柾
哩
”
７
一

百
条
委
員
会
で
の
採
決
で
は
賛
一
請
求
却
下
の
後
に
新
事
実
が
出
一
ま
で
イ
チ
ゴ
栽
培
実
証
展
示
圃
一

成
が
５
人
だ
っ
た
が
、
北
川
市
一
て
き
ま
し
た
。

一
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
私
た
ち
は
平
成
焔
年
７
月
哩

議
か
ら
「
も
う
１
度
証
人
喚
問
－
４
町
合
併
前
の
平
成
過
年
７
－
報
告
書
に
よ
る
と
支
出
し
た
一
日
の
契
約
書
（
覚
書
）
に
あ
る
一

を
要
請
し
て
く
れ
た
ら
今
度
は
一
月
皿
日
付
け
の
「
覚
書
」
で
、
一
蔭
賀
は
資
材
費
と
し
て
２
５
２
，
一
必
要
な
措
置
を
行
う
よ
う
監
査
一

本
当
に
告
発
す
る
つ
も
り
な
の

か
、
と
い
う
３
点
を
質
問
し
ま

し
た
。こ
れ
に
答
え
て
小
倉
委
員
長

い
の
に
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
告
発
を
一
で
無
記
名
投
票
さ
れ
る
こ
と
に
一
投
開
票
の
結
果
は
賛
成
加
票
、
一
監
査
で
き
な
い
」
と
言
う
理
由
一

強
行
す
る
の
か
、
そ
れ
は
委
員
一
な
っ
た
の
で
す
。
一
反
対
加
票
。
一
で
請
求
は
却
下
さ
れ
ま
し
た
が
一

会
の
暴
走
で
は
な
い
か
、
ま
た
、
一
新
し
い
風
の
会
で
は
こ
れ
ま
一
議
会
運
営
規
則
に
よ
り
、
同
一
（
５
月
”
日
付
け
で
監
査
請
求
一

荒
島
前
市
長
の
時
は
２
度
も
証
一
で
、
誰
が
ど
う
発
言
し
、
誰
が
一
数
の
場
合
に
は
議
長
の
判
断
に
一
を
却
下
）
今
回
新
た
に
判
明
し
一

人
喚
問
出
頭
を
要
請
し
た
の
に
、
一
賛
成
し
誰
が
反
対
す
る
か
に
つ
一
委
ね
ら
れ
る
結
果
、
小
田
議
長
一
た
、
平
成
加
年
に
な
っ
て
も
赤
一

北
川
市
議
の
場
合
は
何
故
１
度
一
い
て
市
民
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
一
が
賛
成
し
、
冒
頭
で
書
い
た
よ
一
磐
市
と
委
託
契
約
し
て
使
わ
れ
一

の
出
頭
拒
否
で
告
発
す
る
の
か
、
一
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
し
一
う
に
北
川
市
議
の
告
発
が
決
ま
つ
一
て
い
た
事
実
に
対
し
て
な
ん
と
一

ま
た
本
会
議
で
採
決
さ
れ
た
ら
一
た
。
従
っ
て
無
記
名
投
票
に
な
一
た
の
で
す
。
一
説
明
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
一

を
要
請
し
て
く
れ
た
ら
今
度
は

出
頭
す
る
」
と
の
上
申
書
が
出

て
い
る
か
ら
告
発
の
賛
成
者
か

ら
自
分
を
は
ず
し
て
く
れ
、
と 騨
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蕊
謹
選
一
行
わ
れ
、
結
果
は
ｕ
票
対
９
票
一
し
か
し
・
・
・

－
１
年
以
上
経
過
し
て
い
る
か
ら
一

議
員
の
農
業
ハ
ウ
ス
を
平
成
卯

委
員
に
求
め
た
も
一

の
で
す
。
あ
れ
か
一

ら
７
年
も
経
っ
て
一

現
在
も
あ
る
こ
の
一

不
正
な
事
実
に
２

い
て
、
監
査
委
員
一

は
監
査
委
員
の
仕
一

事
を
し
て
く
だ
さ
一

い
。
市
民
に
誠
実
一

に
説
明
を
求
め
る
一

も
の
で
す
。

す
で
に
撤
収
し
た
は
ず
の
北
川

何
の
た
め
に
支
払
っ
た

年
３
月
ま
で
再
び
赤
磐
市
が
使

０
８
３
円
、
栽
培
委
託

料
が
３
０
７
，
７
８
５

円
、
水
道
料
１
７
，
５

２
０
円
の
計
５
７
７
，

３
８
０
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

そ
し
て
北
川
議
員
の
農
業
ハ
ー

ウ
ス
は
現
在
も
既
成
事
実
と
し
一

て
存
在
し
て
い
ま
す
。
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